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高校生訪韓団（第１～２団） 派遣事業の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】和歌山県及び長野県から選抜された高校生等 100 名を韓国に派遣し、学校訪問等を

通じた同世代との交流、講義聴講、テーマ「日韓交流と韓国の現状理解」に沿った各種視察等を通じ

て、韓国の社会や文化に対する理解を深め、日本の魅力を広く積極的に発信することにより、今後の

日韓間における相互理解の促進や信頼関係増進の基盤強化に寄与することを主目的とする。 

 
【参加者】日本の高校生等 100 名 
 
【訪問地】韓国（ソウル特別市、京畿道城南市・平沢市・河南市・高陽市 100 名） 
 
【日程】 
 プレプログラム（オンライン事前学習）： 

10 月 19 日（土） （第１団）オリエンテーション（プログラム説明）、参加者による対外発信 

10 月 20 日（日） （第２団）オリエンテーション（プログラム説明）、参加者による対外発信 

 

 派遣プログラム： 

11 月 3日（日） 仁川国際空港より入国、オリエンテーション 

11月 4日（月） 【講義聴講】「日本の外交戦略と日韓関係」、歓迎式、【視察】ワールド K-POPセンター、 

大韓民国歴史博物館、明洞（グループ毎にフィールドワーク実施） 

11月 5日（火） 【学校訪問・交流】1チーム：韓国観光高等学校、2チーム：韓国アニメーション高等 

学校、3チーム：突馬高等学校 

11月 6日（水） 【企業訪問・視察】現代モーターススタジオ高陽、【視察】景福宮、盆唐地域（グルー 

プ毎にフィールドワーク実施） 

11月 7日（木） 【視察】ソウル特別市庁舎、光化門広場、【学校訪問・交流】東国大学校、【講義聴講】

「日韓文化コンテンツ産業の現状と未来」 

11月 8日（金） 【視察・文化体験】韓国民俗村、【講義】「手で花を咲かすハングル」、成果報告会 

11月 9日（土） 仁川国際空港より出国 
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２．記録写真  

  
2024 年 11 月 4 日【講義聴講】「日本の外交戦略と

日韓関係」 
2024 年 11 月 4 日【視察】大韓民国歴史博物館 

  
2024 年 11 月 5 日【学校訪問・交流】韓国観光高

等学校 

2024 年 11 月 5 日【学校訪問・交流】韓国アニメ

ーション高等学校 

  
2024 年 11 月 5 日【学校訪問・交流】突馬高等学

校 
2024 年 11 月 6 日【企業訪問・視察】現代モータ

ーススタジオ高陽 

  
2024 年 11 月 7 日【視察】ソウル市庁舎 2024 年 11 月 7 日【学校訪問・交流】東国大学校 
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３．参加者の感想（抜粋） 
◆ 日本 高校生（１団） 

実際に韓国の高校生と交流して、韓国の文化や韓国の食べ物、授業、歴史などを詳しく知ることができ

て良かった。1 週間訪韓して分かったことは、韓国と日本での生活にはそれぞれに違う良さがあるという

ことだ。日本語が通じない韓国の街の人と全て韓国語で話をしたことはすごくいい経験になったし、お店

の看板に書いてある韓国語の文字が分からなかったら翻訳機を使って理解し、新しい韓国語を覚えるこ

とができた。 
 

◆ 日本 高校生（１団） 
1 番印象に残ったのは学校訪問だ。ここでは、日本語を習う学生たちと交流をしたが、日本語で話す時 

もあれば少し韓国語を使って話すこともありすごく楽しかった。今流行っていることや、好きな日本の

食べ物など、お互いについてたくさんのことを知ることができた。また実際に授業を体験する中で、日本

と同じところや違うところに気づくことができた。 
 

◆ 日本 高校生（２団） 
高校訪問が良かった。現地の高校生と交流し同世代の学校生活や日常をリアルに体験することで、互い 

を理解しようとする姿勢や自分のこれからの進路、自己理解などに繋がったと感じる。多文化理解の上で

も非常に効果的だった。 
 

◆ 日本 高校生（２団） 
普段の旅行などでは経験できない現地の高校生との交流の中で、お互いの国の文化などを話し合い、相 

手の日本に対する考えを知るとともに、両国の違いや共通点を知ることができた。日韓の関係をより良く

する架け橋になれたと思う。 
 
４．受入れ側の感想（抜粋） 
◆ 韓国観光高等学校関係者 

国際教育の強化で国際理解力を兼ね備えた専門家の育成に寄与するプログラムであり、韓日両国の学

生たちがお互いの文化に対して関心を寄せる良い機会となった。また学生たちが未来の主役として成長

していけるようなオーダーメイド型の教育支援に役立った。 

 

◆ 韓国アニメーション高等学校関係者 

学生と学校が主導した国際教育活動で、外国語教育課程及び国際教育交流と連携した世界市民教育の

拡大につながった。学生たちの国際理解教育及び未来志向的な国際交流教育活動と目的達成に寄与する

プログラムとなった。 

 

◆ 突馬高等学校関係者 

国際教育交流プログラムを通じた世界市民意識の向上に役立つプログラムとなった。短い出会いを有

意義に過ごそうと努力する両国の生徒たちの真心に感謝する。今回の出会いを一過性のものとしないた
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め、引き続きプログラムが補完されることを願う。コミュニケーションのためには言語と文化の理解が重

要だということを体得する意味ある時間となった。 

 
５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  
2024 年 11 月 4 日（Instagram） 
日韓は国際社会における様々な課題への対応に協

力していくべき重要な隣国であることから日韓関

係の強化は急務だというお話を聞きました。関係

を強化するためには相手をよく知ることが大切で

あるため、この研修中は積極的に話をしてお互い

の国のことについて知っていきたいです。 

2024 年 11 月 5 日（Instagram） 
韓国の突馬高校に行きました。バディの子が優し

く接してくれて嬉しかったです。韓国語を話せな

い私でも、英語を使ったり翻訳アプリを使ったり

してコミュニケーションをとることができ、とて

も充実した１日になりました。 

  
2024 年 11 月 5 日（Instagram） 
韓国観光高校へ行きました。日本語を選択してい

る生徒は 1 日 1～2 時間日本語を勉強しているそ

うでとてもペラペラで驚きました。そのおかげで

2024 年 11 月 7 日（電子新聞 WEB 版） 
「韓国観光高校、日本の高校生たちとの国際交流

行事成功裏に」韓国観光高等学校での交流プログ

ラムについて、参加した両国の生徒代表へのイン
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たくさんの韓国の生徒と話すことができ、嬉しか

ったです。この一日で韓国の生徒ととても仲良く

なることができて幸せな日になりました。 

タビューとともに紹介。 

 
６．報告会での訪韓成果とアクション・プラン発表（概要または抜粋を記載する） 

  
【成果の発表】 
・第４次産業革命の現代では情報と知識が重要で

あり、日韓間においても情報などを共有する場が

必要であることを学んだ。そのためには互いの文

化を尊重し合うことが必要だ。 
・韓国からの視点で日本について知ることができ

新鮮だった。 
・韓国の友人と仲良くなったことで、国が違って

も共通点がたくさんあることを学んだ。 
・韓国は現代と歴史が共存していて、エンターテ

イメントに力を注いでいる様子が印象的だった。 
【アクション・プラン】 
・韓国の友人とインスタを通して交流を続け、も

う一度韓国で再会する。また SNS を通した日本

の魅力発信を強化する。 
・訪韓団活動の成果発表会を行う。 
・地元新聞からの取材に対応する。 
・韓国の友人に日本留学プランを提案する。 

【成果の発表】 
・言葉が通じなくても、コミュニケーション取ろ

うとする気持ちの方が大事であることを、韓国の

同世代の行動力から学んだ。 
・日韓両国間の諸問題（歴史認識・領土問題等）

について、韓国側からの解釈についても知ること

ができ、視野が広がった。また物事には一方的で

はない、様々な方面から観たほうが良いという点

も学んだ。 
・韓国の同世代と友人になれたことが何よりもの

財産となり、今回の最も大きな成果だと思う。こ

の出会いを大切にしていきたい。 
【アクション・プラン】 
・帰国後に校長先生に訪韓後について報告する

際、全校の皆さんへ訪韓団の成果報告の機会を与

えていただき、学んだことを広く伝えたい。 
・SNS での発信はもちろん、長野県内の留学フ

ェス等様々な機会で体験したことを伝えていきた

い。 
・韓国の友人との交流を続けていき、再会を果た

したい。 

 
実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


